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1a) 太陽コロナのアーケード現象にも地球磁気圏の dawn-dusk asymmetryと類似の現
象が存在することが発見された (Isobe, Shibata, Machida 2002) (図参照)。Asymmetryの
物理はまだ不明であるが、太陽と地球磁気圏の比較研究の有効性が示された。
1b)アーケ ドー現象の温度、エミッションメジャー解析を詳しく行い、磁気リコネクショ
ン理論 (Shibata and Yokoyama 2002)との詳細な比較を行なった。その結果、アーケ ドー
現象も、通常のフレアと同様に、磁気リコネクションによって発生していることが確かと
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撃波ではないこと (Eto et al. 2002)、Yohkoh軟X線望遠鏡で発見されたX線波は電磁流




れるであろうX線像や輝線プロファイルのモデルをつくった (Brooks et al. 2003, Isobe
et al. 2003)。
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